
そ
ば
・
バ
ラ
・
徳
内
ば
や
し
の
ま
ち

次
の
世
代
に
引
き
継
ぐ
魅
力
あ
る
村
山
市

楯
岡
湯
沢
地
区
に
て
撮
影

新
年

の
ご

あ
い

さ
つ

、ホ
ス

ト
タ

ウ
ン

村
山

市
  こ

れ
ま

で
の

歩
み

、
民

生
委

員
・

児
童

委
員

の
紹

介
、
雪

下
ろ

し
・

除
雪

の
事

故
に

注
意

　
ほ

か

2
0

2
0

. 0
1

. 0
1

 N
o

.1
2

8
6

あ
け
ま
し
て

お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す

村
山

市
キ

ャ
ラ

ク
タ

ー

ム
ラ

ラ
®



新年

村
山
市
長

 

志
布 

隆
夫

　

明
け
ま
し
て
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。
市
民
の
皆
様
に
お
か
れ

ま
し
て
は
、
輝
か
し
い
新
春
を
お
迎
え
の
こ
と
と
心
か
ら
お
喜
び
申

し
上
げ
ま
す
。

　

さ
て
、
本
年
は
東
京
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
・
パ
ラ
リ
ン
ピ
ッ
ク
が
開
催

さ
れ
ま
す
。
本
市
は
、
ブ
ル
ガ
リ
ア
共
和
国
の
ホ
ス
ト
タ
ウ
ン
と
し

て
、
新
体
操
ナ
シ
ョ
ナ
ル
チ
ー
ム
の
合
宿
を
実
施
し
て
ま
い
り
ま
し

た
。
金
メ
ダ
ル
獲
得
に
向
け
、
最
後
ま
で
市
民
一
丸
と
な
っ
て
応
援

し
て
ま
い
り
ま
す
。
ま
た
、
「
若
者
の
定
住
促
進
」
と
「
人
口
減
少

対
策
」
の
た
め
、
安
価
な
宅
地
造
成
を
進
め
る
ほ
か
、
子
育
て
支
援

を
さ
ら
に
充
実
さ
せ
て
ま
い
り
ま
す
。

　

東
北
中
央
自
動
車
道
の
開
通
に
合
わ
せ
た
道
路
整
備
や
旧
楯
岡
高

等
学
校
跡
地
の
利
活
用
な
ど
、
将
来
を
見
据
え
た
ま
ち
づ
く
り
を
進

め
て
ま
い
り
ま
す
の
で
、
一
層
の
ご
理
解
と
ご
協
力
を
お
願
い
申
し

上
げ
ま
す
。

　

結
び
に
、
本
年
が
輝
か
し
い
一
年
に
な
り
ま
す
こ
と
を
ご
祈
念
申

し
上
げ
、
年
頭
の
ご
挨
拶
と
い
た
し
ま
す
。

2令和2年 1.1　　広報　市民の友　むらやま



謹賀

村
山
市
議
会
議
長

 

大
山 

正
弘

　

明
け
ま
し
て
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。
市
民
の
皆
様
に
お
か
れ

ま
し
て
は
、
希
望
に
満
ち
た
新
年
を
お
迎
え
の
こ
と
と
お
喜
び
申
し

上
げ
ま
す
。

　

市
議
会
を
代
表
し
ま
し
て
一
言
ご
挨
拶
を
申
し
上
げ
ま
す
。

　

今
年
は
、
東
京
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
・
パ
ラ
リ
ン
ピ
ッ
ク
開
催
の
年
で

あ
り
ま
す
。
本
市
は
ホ
ス
ト
タ
ウ
ン
と
し
て
、
ブ
ル
ガ
リ
ア
新
体

操
ナ
シ
ョ
ナ
ル
チ
ー
ム
の
事
前
キ
ャ
ン
プ
を
実
施
し
、
練
習
環
境
の

整
備
、
応
援
体
制
の
確
立
な
ど
、
一
丸
と
な
っ
て
応
援
し
て
き
ま
し

た
。
今
年
は
、
こ
れ
ま
で
の
努
力
が
金
メ
ダ
ル
と
い
う
形
で
結
実
す

る
よ
う
、
よ
り
一
層
、
応
援
し
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

　

ま
た
、
本
市
は
居
合
道
発
祥
の
地
と
し
て
、
武
士
道
の
精
神
を
学

ぶ
こ
と
が
で
き
る
居
合
道
体
験
プ
ロ
グ
ラ
ム
を
実
施
し
て
お
り
、
国

内
外
を
問
わ
ず
観
光
客
か
ら
好
評
を
得
て
い
ま
す
。
本
市
を
世
界
に

発
信
す
る
よ
い
機
会
と
考
え
て
お
り
、
今
後
も
支
援
し
て
い
き
ま
す
。

　

結
び
に
、
市
民
の
皆
様
に
は
、
一
層
の
ご
協
力
を
お
願
い
す
る
と

共
に
、
本
年
が
皆
様
方
に
と
っ
て
飛
躍
の
年
と
な
り
ま
す
こ
と
を
心

か
ら
ご
祈
念
申
し
上
げ
、
新
年
の
ご
挨
拶
と
い
た
し
ま
す
。
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特
集　

ホ
ス
ト
タ
ウ
ン
村
山
市  

こ
れ
ま
で
の
歩
み

こ
れ
ま
で
の
経
緯

２
０
１
６
年
（
平
成
28
年
）

６
月　

・
ブ
ル
ガ
リ
ア
大
使
館
に
て
ゲ
オ
ル
ギ
大
使
と
懇
談

９
月　

・
ブ
ル
ガ
リ
ア
ス
ポ
ー
ツ
大
臣
と
懇
談

10
月　

・
ブ
ル
ガ
リ
ア
共
和
国
へ
誘
致
活
動

・
国
際
体
操
連
盟
総
会
へ
参
加

12
月　

・
村
山
市
が
ブ
ル
ガ
リ
ア
共
和
国
の
ホ
ス
ト
タ
ウ
ン
に
登
録

２
０
１
７
年
（
平
成
29
年
）

3
月　

①
ブ
ル
ガ
リ
ア
新
体
操
連
盟 

村
山
市
を
視
察

Ｒ
Ｏ
Ｓ
Ｅ 

Ｃ
Ａ
Ｍ
Ｐ
開
催
に
関
す
る
協
定
を
締
結

5
月　

・
ブ
ル
ガ
リ
ア
共
和
国
視
察　

・
ア
ン
チ
ド
ー
ピ
ン
グ
講
習
会

6
月　

・
市
民
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
が
活
動
開
始

②
Ｒ
Ｏ
Ｓ
Ｅ 

Ｃ
Ａ
Ｍ
Ｐ
２
０
１
７
を
開
催

（
東
京
２
０
２
０
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
日
本
初
の
事
前
キ
ャ
ン
プ
開
催
）

10
月　

・
市
民
有
志
に
よ
り
ゴ
ー
ル
デ
ン
ガ
ー
ル
ズ
フ
ァ
ン
ク
ラ
ブ
を
結
成

11
月　

・
東
京
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
・
パ
ラ
リ
ン
ピ
ッ
ク
フ
ラ
ッ
グ
巡
回
展

12
月　

③
（株）
明
治
と
ホ
ス
ト
タ
ウ
ン
事
業
に
関
す
る
協
定
を
締
結

２
０
１
８
年
（
平
成
30
年
）

2
月　

・
ブ
ル
ガ
リ
ア
語
講
座

3
月　

・
パ
ラ
リ
ン
ピ
ッ
ク
普
及
振
興
事
業
「
あ
す
チ
ャ
レ
！A

ca
d

e
m

y

」

5
月　

④
ブ
ル
ガ
リ
ア
で
市
民
訪
問
団
が
交
流

⑤
石
崎
朔
子
講
演
会
＆
畠
山
愛
理
実
技
講
習
会
を
開
催

6
月　

⑥
Ｒ
Ｏ
Ｓ
Ｅ 

Ｃ
Ａ
Ｍ
Ｐ
２
０
１
８
を
開
催

全
国
ホ
ス
ト
タ
ウ
ン
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
を
開
催

9
月　

⑦
世
界
新
体
操
選
手
権
大
会

　

市
は
、
ブ
ル
ガ
リ
ア
共
和
国
の
ホ
ス
ト
タ
ウ
ン

に
登
録
さ
れ
、
平
成
29
年
6
月
に
東
京
オ
リ
ン

ピ
ッ
ク
・
パ
ラ
リ
ン
ピ
ッ
ク
に
向
け
た
ブ
ル
ガ
リ

ア
新
体
操
ナ
シ
ョ
ナ
ル
チ
ー
ム
の
事
前
キ
ャ
ン
プ

「
Ｒ　

ロ

ー

ズ

　

Ｏ
Ｓ
Ｅ 

Ｃキ

ャ

ン

プ

Ａ
Ｍ
Ｐ
」
を
日
本
国
内
で
初
め

て
開
催
し
ま
し
た
。

　

こ
れ
ま
で
3
回
の
Ｒ
Ｏ
Ｓ
Ｅ 

Ｃ
Ａ
Ｍ
Ｐ
を
開

催
、

（株）
明
治
を
は
じ
め
と
す
る
ス
ポ
ン
サ
ー
企
業

と
連
携
し
た
イ
ベ
ン
ト
の
実
施
、
市
民
主
導
の
ボ

ラ
ン
テ
ィ
ア
・
応
援
体
制
の
確
立
な
ど
、
村
山
市

は
ホ
ス
ト
タ
ウ
ン
と
し
て
先
進
的
な
活
動
を
行
っ

て
き
ま
し
た
。

ホ
ス
ト
タ
ウ
ン
村
山
市

　
　
　
こ
れ
ま
で
の
歩
み

①イリアナ・ラエヴァ会長と
　志布市長

④市民訪問団がブルガリア新体操ナショナルチームと交流

選手たちによる学校訪問

③(株)明治と協定を締結

② ROSE CAMP2017 浴衣で茶道体験⑥ ROSE CAMP2018全国ホストタウンシンポジウム

サクランボ狩り
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※
丸
囲
み
数
字
は

　

写
真
を
掲
載
し
て
い
ま
す
。



特
集　

ホ
ス
ト
タ
ウ
ン
村
山
市  

こ
れ
ま
で
の
歩
み

（
東
京
２
０
２
０
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
日
本
初
の
事
前
キ
ャ
ン
プ
開
催

市
民
有
志
に
よ
り
ゴ
ー
ル
デ
ン
ガ
ー
ル
ズ
フ
ァ
ン
ク
ラ
ブ
を
結
成

・
東
京
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
・
パ
ラ
リ
ン
ピ
ッ
ク
フ
ラ
ッ
グ
巡
回
展

明
治
と
ホ
ス
ト
タ
ウ
ン
事
業
に
関
す
る
協
定
を
締
結

パ
ラ
リ
ン
ピ
ッ
ク
普
及
振
興
事
業
「
あ
す
チ
ャ
レ
！

④
ブ
ル
ガ
リ
ア
で
市
民
訪
問
団
が
交
流

⑤
石
崎
朔
子
講
演
会
＆
畠
山
愛
理
実
技
講
習
会
を
開
催

⑥
Ｒ
Ｏ
Ｓ
Ｅ

Ｃ
Ａ
Ｍ
Ｐ
２
０
１
８
を
開
催

全
国
ホ
ス
ト
タ
ウ
ン
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
を
開
催

月　

⑦
世
界
新
体
操
選
手
権
大
会

団
体
チ
ー
ム
が
総
合
3
位
で

東
京
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
出
場
権
を
獲
得

10
月　

・
ア
ン
チ
ド
ー
ピ
ン
グ
講
習
会

11
月　

⑧
ブ
ル
ガ
リ
ア
合
唱
4
人
組
「
ア
バ
ガ
ル
・
カ
ル
テ
ッ
ト
」
公
演

・
東
京
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
・
パ
ラ
リ
ン
ピ
ッ
ク
横
断
幕
を
小
学
校
で
掲
示

２
０
１
９
年
（
平
成
31
年
～
令
和
元
年
）

2
月　

・
ホ
ス
ト
タ
ウ
ン
サ
ミ
ッ
ト
２
０
１
９
（
東
京
都
）

村
山
市
が
優
良
情
報
発
信
賞
、
ポ
ス
タ
ー
セ
ッ
シ
ョ
ン
賞
、

ホ
ス
ト
タ
ウ
ン
リ
ー
ダ
ー
の
三
冠
を
達
成

3
月　

・
Ｎ
Ｈ
Ｋ
山
形
ス
ポ
ー
ツ
＆
ホ
ス
ト
タ
ウ
ン
フ
ェ
ス
に
村
山
市
が
参
加

6
月　

⑨
む
ら
や
ま
新
体
操
教
室
が
開
設

・
石
崎
朔
子
講
演
会
＆
畠
山
愛
理
実
技
講
習
会
を
開
催

7
月　

⑩
Ｒ
Ｏ
Ｓ
Ｅ 

Ｃ
Ａ
Ｍ
Ｐ
２
０
１
９　

・
ア
ン
チ
ド
ー
ピ
ン
グ
講
習
会

8
月　

⑪
新
体
操
ジ
ュ
ニ
ア
強
化
選
手
を
ブ
ル
ガ
リ
ア
へ
派
遣

⑫
ス
ポ
ー
ツ
国
際
交
流
員
に
ア
ン
ト
ア
ネ
タ
さ
ん
が
就
任

9
月　

⑬
文
化
交
流
事
業
「
ブ
ル
ガ
リ
ア
写
真
展
」
開
催

・
山
形
ス
ポ
ー
ツ
フ
ェ
ス
タ
２
０
１
９
へ
参
加

⑭
世
界
新
体
操
選
手
権
大
会

東
京
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
個
人
出
場
枠
を
獲
得

10
月　

・
東
京
大
会
応
援
有
志
の
会
結
成
、
決
起
大
会
を
開
催

12
月　

⑮
ホ
ス
ト
タ
ウ
ン
フ
レ
ー
ム
切
手
販
売
開
始

特集　ホストタウン村山市  これまでの歩み

⑦団体競技で東京オリンピック出場枠獲得

⑧アバガル・カルテット公演

⑨むらやま新体操教室
⑫スポーツ国際交流員

アントアネタさん

⑬ブルガリア写真展
ディミトラ・レフテロヴァさん ⑪新体操ジュニア強化選手をブルガリアへ派遣 ⑤畠山愛理さんによる実技講習

⑩ ROSE CAMP2019

流しそうめんで市民と交流

ホストタウンフレーム切手
1部1,330円（限定500部）

市内郵便局で販売中です。

ぜひ、お買い求めください。

⑮

⑭個人競技で東京オリンピック出場枠獲得
ボリャナ・カレイン選手とカトリン・タセヴァ選手

そ
し
て
、
２
０
２
０
年
（
令
和
2
年
）

2
月　

ホ
ス
ト
タ
ウ
ン
サ
ミ
ッ
ト
２
０
２
０
（
東
京
都
）

3
月
～
7
月　

聖
火
リ
レ
ー
（
村
山
市
は
6
月
8
日
に
実
施
）

7
月　

Ｒ
Ｏ
Ｓ
Ｅ 

Ｃ
Ａ
Ｍ
Ｐ
２
０
２
０

7
月
～
8
月　

東
京
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク

※
新
体
操
は
8
月
7
日
か
ら
9
日
に
開
催

8
月
～
９
月　

東
京
パ
ラ
リ
ン
ピ
ッ
ク

選手が子どもたちに指導

　

今
年
は
２
０
２
０
年
。
東
京
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
・
パ
ラ
リ
ン

ピ
ッ
ク
が
開
催
さ
れ
ま
す
。

　

市
は
、
東
京
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
に
出
場
す
る
ブ
ル
ガ
リ
ア
新

体
操
ナ
シ
ョ
ナ
ル
チ
ー
ム
を
応
援
す
る
環
境
づ
く
り
だ
け
で

な
く
、
こ
れ
ま
で
実
施
し
て
き
た
ホ
ス
ト
タ
ウ
ン
と
し
て
の

勢
い
を
市
の
活
性
化
に
つ
な
げ
ら
れ
る
よ
う
、
さ
ま
ざ
ま
な

方
策
で
事
業
を
展
開
し
て
い
き
ま
す
。

選手とボランティア
の皆さん

※一部の写真はブルガリア新体操連盟から提供されたものです。
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特
集　

民
生
委
員
・
児
童
委
員

地
域
の
身
近
な
相
談
相
手

民
生
委
員
・
児
童
委
員

　

民
生
委
員
・
児
童
委
員
は
、
厚
生
労

働
大
臣
か
ら
委
嘱
さ
れ
、
担
当
す
る
地

域
の
皆
さ
ん
の
生
活
上
の
さ
ま
ざ
ま
な

相
談
に
応
じ
、
行
政
を
は
じ
め
適
切
な

サ
ー
ビ
ス
へ
の
「
つ
な
ぎ
役
」
と
し
て

の
役
割
を
果
た
し
て
い
ま
す
。
主
任
児

童
委
員
は
、
主
に
子
ど
も
や
子
育
て
に

関
す
る
こ
と
を
担
当
し
て
い
ま
す
。

　

12
月
1
日
付
で
次
の
方
が
委
嘱
さ
れ

ま
し
た
。
任
期
は
3
年
で
す
。
気
軽
に

ご
相
談
く
だ
さ
い
。

民
生
委
員
・
児
童
委
員 

※
敬
称
略

■
楯
岡
地
域

松
山　

律
子
（
南
新
町
・
東
新
町
の
一
部
）

樽
石　

定
俊
（
東
新
町
）

三
浦　

洋
市
（
中
新
町
・
北
新
町
）

加
藤　

一
美
（
俵
町
）

清
水　

友
三
（
駅
西
）

伊
藤　

大
藏
（
五
日
町
）

平　

眞
理
子
（
十
日
町
）

田
中　

浩
一
（
新
高
田
・
晦
日
町
）

特集　民生委員・児童委員

■
問
合
せ
／
福
祉
課
地
域
福
祉
係　

☎
内
線

141

矢
萩
み
つ
え
（
二
日
町
）

志
村
與
志
春
（
鶴
ヶ
町
）

三
浦　

幸
子
（
北
町
）

柴
田　

重
之
（
湯
沢
）

鈴
木　

千
秋
（
北
楯
）

末
永　

秀
子
（
南
楯
）

早
坂　

和
芳
（
馬
場
）

梶
熊　

富
治
（
大
沢
川
）

仙
野　

光
子
（
中
笛
田
）

高
橋　

優
子
（
西
笛
田
）

佐
藤　

秀
代
（
東
笛
田
）

笹
原
千
香
子
（
南
笛
田
）

秋
久
保
て
え
子
（
北
荒
町
・
中
荒
町
）

布
川　

和
則
（
南
荒
町
）

■
西
郷
地
域

高
橋　

重
信
（
碁
点
・
浦
）

青
柳　

し
ん
（
中
条
・
宿
）

工
藤
美
惠
子
（
上
宿
・
乙
宿
）

柴
田　

英
子
（
中
組
・
下
組
）

板
垣
ふ
じ
子
（
浮
沼
・
道
六
）

板
垣
ノ
リ
子
（
名
取
）

佐
藤　

健
一
（
中
原
・
清
水
）

斉
藤　

爲
久
（
大
淀
・
長
島
）

今
田　
　

守
（
河
島
山
1
・
2
）

■
大
倉
地
域

奥
山　

正
志
（
大
上
）

羽
咋
と
も
子
（
林
崎
）

早
坂
ユ
キ
子
（
金
谷
・
南
原
）

鈴
木
八
千
代
（
行
川
）

奥
山
し
げ
子
（
中
沢
・
新
山
）

■
大
久
保
地
域

片
桐　

敦
子
（
楯
下
釜
・
水
南
・
河
原
前
）

溝
邊　

和
彦
（
西
口
・
上
宿
）

保
科　

宏
悦
（
新
宿
・
北
口
）

奥
山
由
美
子
（
下
宿
・
平
野
）

森　
　

一
弘
（
東
・
門
前
）

安
藤　

善
宏
（
下
原
・
上
原
）

■
冨
本
地
域

松
田　

政
彦
（
楯
・
宝
・
天
神
・
下
小
路
）

本
間　

厚
子
（
上
久
保
・
下
久
保
・
北
山
）

輕
部　

み
ね
（
矢
木
沢
・
山
際
）

大
山　

章
彦
（
中
ノ
目
・
下
荒
敷
・
上
荒
敷
）

松
田　

千
秋
（
上
ノ
宿
・
巾
木
田
）

松
田　
　

隆
（
上
仲
宿
・
下
仲
宿
・
新
田
）

■
戸
沢
地
域

笹
原
友
紀
子
（
本
郷
・
水
口
）

松
田　

清
純
（
松
倉
・
須
摩
・
樽
石
北
）

半
澤
美
佐
子
（
稲
下
中
・
稲
下
北
・
日
影
）

笹
原　

啓
一
（
稲
下
南
・
稲
下
東
）

青
柳　

淳
子
（
反
田
・
沖
・
共
栄
）

高
橋　

敏
男
（
驚
滝
・
船
橋
）

金
子　

一
男
（
土
海
在
家
・
北
畑
）

越
前
美
起
子
（
弓
田
・
新
町
・
新
田
）

斎
藤　

栄
一
（
宮
下
1
・
2
）

■
袖
崎
地
域

鈴
木　
　

馨
（
本
飯
田
1
・
2
・
3
西
）

土
田　

宏
明
（
本
飯
田
3
東
・
4
・
5
）

小
室
け
い
子
（
土
生
田
1
・
2
）

有
川　

愛
子
（
土
生
田
3
・
6
）

冨
樫　

隆
一
（
土
生
田
4
・
5
・
7
）

矢
作
美
榮
子
（
高
玉
・
赤
石
・
五
十
沢
）

■
大
高
根
地
域

高
橋　

章
子
（
上
深
沢
大
林
・
下
深
沢
）

筧　
　

祥
子
（
楯
・
外
宿
・
平
林
）

土
屋　

恵
美
（
道
田
・
上
中
原
・
下
中
原
）

生
亀　

勝
男
（
里
・
森
・
中
山
・
大
谷
地
）

土
田　

幸
子
（
小
滝
・
境
ノ
目
・
新
西
）

井
上　
　

清
（
下
小
屋
・
大
石
赤
岩
・
大
鳥
居
）

主
任
児
童
委
員  

※
敬
称
略

■
楯
岡
・
大
倉
地
域

滝
口　

由
美　
　

米
屋　

清
志

■
大
久
保
・
冨
本
・
戸
沢
地
域

藤
田
美
智
子　
　

井
澤　

英
悦

■
西
郷
・
袖
崎
・
大
高
根
地
域

井
上
美
佐
子　
　

高
橋
い
づ
み
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特集　雪下ろし・除雪の事故に注意

特
集　

雪
下
ろ
し
・
除
雪
の
事
故
に
注
意

雪
へ
の
準
備
・
心
構
え
は
万
全
で
す
か
？

雪
下
ろ
し
・
除
雪
の
事
故
に
注
意

安
全
な
雪
下
ろ
し
作
業

7
つ
の
ポ
イ
ン
ト

①
作
業
は
2
人
以
上
で

　

や
む
を
得
ず
1
人
の
時
は
携
帯
電
話

を
携
帯
す
る
。

②
服
装
は
濡
れ
な
い
も
の
、
汗
を
か
き

す
ぎ
な
い
も
の

　
雪
な
ど
で
濡
れ
な
い
、
汗
を
か
き
す

ぎ
な
い
、
動
き
や
す
い
服
装
で
作
業

す
る
。

③
は
し
ご
は
し
っ
か
り
固
定

　

足
元
も
先
端
も
し
っ
か
り
固
定
し
、

角
度
は
75
度
に
す
る
。

④
高
所
作
業
（
2
メ
ー
ト
ル
以
上
）
で
は

命
綱
は
必
須

　

ヘ
ル
メ
ッ
ト
を
着
用
し
、
命
綱
・
安

全
帯
は
必
ず
装
着
す
る
。

⑤
道
具
は
ス
キ
ル
に
合
わ
せ
て
、
メ
ン

テ
ナ
ン
ス
も
し
っ
か
り

　

道
具
は
使
い
や
す
い
も
の
に
し
、 

注
意
喚
起
の
広
報
を
行
い
ま
す

　

気
温
や
積
雪
状
況
を
勘
案
し
、
事
故

が
発
生
し
や
す
い
時
に
は
、
防
災
行
政

無
線
や
消
防
広
報
車
で
お
知
ら
せ
し
ま

す
。
よ
り
危
険
を
認
識
し
て
い
た
だ

き
、
事
故
が
な
い
よ
う
気
を
引
き
締
め

て
作
業
を
お
願
い
し
ま
す
。

■
問
合
せ
／

総
務
課
情
報
危
機
管
理
係　

☎
内
線

213

高
齢
者
世
帯
へ
除
雪
費
を
支
給

　

平
成
31
年
度
市
民
税
が
非
課
税
の
世
帯

で
、
次
に
該
当
す
る
方
が
、
業
者
に
住
居

の
雪
下
ろ
し
や
通
路
の
除
雪
作
業
を
頼
ん

だ
場
合
、
そ
の
費
用
の
一
部
（
対
象
経
費

の
10
分
の
８
）
を
支
給
し
ま
す
。

対
象
世
帯　

①
65
歳
以
上
の
方
の
み
の
世
帯

②
重
度
障
が
い
者
の
み
の
世
帯

③
重
度
障
が
い
者
と
65
歳
以
上
の
方
の

み
の
世
帯

※
自
力
で
除
雪
で
き
る
方
や
生
活
保
護

世
帯
を
除
き
ま
す
。

申
請
期
間　

3
月
31
日

（火）
ま
で

支
給
限
度
額　

３
０
、
０
０
０
円

■
問
合
せ
／
福
祉
課
地
域
福
祉
係
☎
内
線

141

　

1
月
10
日

（金）
か
ら
2
月
9
日

（日）
は
、

「
雪
害
事
故
防
止
強
化
月
間
」
で
す
。

雪
に
よ
る
事
故
の
中
で
も
、
自
宅
な
ど

建
物
の
屋
根
の
雪
下
ろ
し
作
業
中
の
事

故
、
特
に
高
齢
者
の
方
が
事
故
に
遭
う

ケ
ー
ス
が
多
く
な
っ
て
い
ま
す
。
「
自

分
は
慣
れ
て
い
る
か
ら
大
丈
夫
」
と
思

わ
ず
に
万
が
一
に
備
え
て
し
っ
か
り
装

備
し
、
雪
下
ろ
し
や
除
雪
作
業
を
安
全

に
行
い
ま
し
ょ
う
。

　

無
理
な
作
業
は
し
な
い
。

⑥
気
温
が
高
い
時
は
屋
根
の
雪
の
ゆ
る

み
に
注
意

⑦
体
調
管
理
は
万
全
に

　

準
備
運
動
で
体
を
温
め
る
。
早
め
に

　

水
分
補
給
す
る
。

除
雪
機
を
安
全
に
使
う
た
め
の

4
つ
の
ポ
イ
ン
ト

①
人
が
い
る
時
は
使
わ
な
い

　

作
業
中
は
絶
対
に
周
り
に
人
を
近
づ

か
せ
な
い
。

②
エ
ン
ジ
ン
を
掛
け
た
ま
ま
離
れ
な
い

　
作
業
の
時
以
外
は
、
必
ず
エ
ン
ジ
ン

を
停
止
す
る
。

③
雪
か
き
棒
を
使
っ
て

　
雪
詰
ま
り
を
取
り
除
く
時
は
、
エ
ン
ジ

ン
を
止
め
て
必
ず
雪
か
き
棒
を
使
う
。

④
後
方
注
意

　

後
進
す
る
時
は
、
足
元
や
後
方
の
障

害
物
に
気
を
付
け
る
。
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放
課
後
児
童
ク
ラ
ブ
会
員
募
集
、
競
争
入
札
追
加
受
付

袖
崎
、
富
並
小
学
校
区

・
毎
日
会
員
（
通
年
利
用
）

月
額
４
、
０
０
０
円
～
６
、
０
０
０
円

・
時
々
会
員
（
随
時
利
用
）

日
額
５
０
０
円
～
８
０
０
円

募
集
期
間　

１
月
6
日

（月）
～
2
月
7
日

（金）

申
込
み
／
洗
心
児
童
ク
ラ
ブ
☎

（58）
２
０
５
１

　
　
　

（
午
前
10
時
～
午
後
６
時
）

■
あ
じ
さ
い
っ
子
ク
ラ
ブ

対
象　

富
並
小
学
校
児
童

開
設
場
所　

富
並
小
学
校
体
育
館
ミ
ー

テ
ィ
ン
グ
ル
ー
ム

登
録
料　

年
額
１
、
０
０
０
円

保
育
料　

・
毎
日
会
員
（
通
年
利
用
）

月
額
４
、
０
０
０
円
～
６
、
０
０
０
円

・
時
々
会
員
（
随
時
利
用
）

日
額
５
０
０
円
～
８
０
０
円

募
集
期
間　

１
月
6
日

（月）
～
２
月
7
日

（金）

申
込
み
／
あ
じ
さ
い
っ
子
ク
ラ
ブ

☎
（57）
２
０
９
０
（
午
前
10
時
～
午
後
６
時
）

■
問
合
せ
／
子
育
て
支
援
課
家
庭
支
援
係

 

☎
内
線

162

　

楯
岡
、
戸
沢
は
市
報
11
月
１
日
号
、
西

郷
、
大
久
保
、
冨
本
は
12
月
１
日
号
に
掲

載
し
て
い
ま
す
。
申
込
期
間
が
各
ク
ラ

ブ
に
よ
っ
て
異
な
り
ま
す
。
詳
細
は
各

ク
ラ
ブ
に
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

保
育
内
容
（
市
内
共
通
）

保
育
時
間　

学
校
終
了
時
～
午
後
６
時

学
校
休
校
日　

午
前
８
時
～
午
後
６
時

延
長
保
育　

午
前
７
時
30
分
～
午
前
8
時
、

　
　
　
　
　

午
後
６
時
～
７
時

保
育
料
の
助
成

　

就
学
援
助
の
対
象
と
認
定
さ
れ
た
児

童
の
利
用
料
半
額
助
成
等
に
加
え
、
兄

弟
で
同
時
利
用
し
た
月
額
保
育
料
を
助

成
し
て
い
ま
す
。
詳
細
は
市
報
11
月
1

日
号
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

■
洗
心
児
童
ク
ラ
ブ

対
象　

袖
崎
小
学
校
児
童

開
設
場
所　

袖
崎
小
学
校
体
育
館
控
室

登
録
料　

年
額
３
、
０
０
０
円

保
育
料 放

課
後
児
童
ク
ラ
ブ
利
用
会
員
の
募
集

　

令
和
2
年
度
に
村
山
市
と
東
根
市
外
二
市
一
町
共
立
衛
生
処
理
組
合
（
ク
リ
ー
ン
ピ

ア
共
立
）
が
行
う
建
設
工
事
、
測
量
等
コ
ン
サ
ル
タ
ン
ト
、
物
品
納
入
、
役
務
等
の
競

争
入
札
、
見
積
り
合
わ
せ
に
参
加
を
希
望
す
る
事
業
者
で
、
前
回
（
平
成
31
年
2
月
受

付
）
未
登
録
の
方
は
申
請
し
て
く
だ
さ
い
。

　

提
出
書
類
な
ど
の
詳
細
は
、
各
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

有
効
登
録
期
間　

令
和
2
年
4
月
1
日
～
令
和
3
年
3
月
31
日
（
1
年
間
）

※
今
回
は
追
加
受
付
に
な
り
ま
す
。
平
成
31
年
2
月
の
定
期
受
付
で
申
請
し
た
事
業
者

の
方
は
申
請
不
要
で
す
。

※
村
山
市
と
ク
ー
リ
ン
ピ
ア
共
立
の
両
方
に
申
込
み
を
希
望
す
る
場
合
は
、
そ
れ
ぞ
れ

に
申
請
す
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。

村
山
市
、
ク
リ
ー
ン
ピ
ア
共
立

競
争
入
札
等
参
加
申
込
み
の
追
加
受
付

▼
村
山
市
の
受
付

申
請
期
間　

2
月
3
日

（月）
～
28
日

（金）

※
土
曜
・
日
曜
日
、
祝
日
を
除
く
。

受
付
時
間　

午
前
9
時
～
午
後
4
時

受
付
場
所　

財
政
課
管
財
係

　
　
　
　
　

（
村
山
市
役
所
2
階
）

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

 h
ttp

s://w
w

w
.city

.m
u
ra

y
a
m

a
.lg

.jp
（
ト
ッ
プ
ペ
ー
ジ
の
「
事
業
者
の
方

へ
」
か
ら
お
入
り
く
だ
さ
い
）

■
問
合
せ
／
財
政
課
管
財
係
☎
内
線

223

▼
ク
リ
ー
ン
ピ
ア
共
立
の
受
付

申
請
期
間　

2
月
3
日

（月）
～
28
日

（金）

※
土
曜
・
日
曜
日
、
祝
日
を
除
く
。

受
付
時
間　

午
前
9
時
～
午
後
4
時

受
付
場
所　

東
根
市
外
二
市
一
町
共
立

衛
生
処
理
組
合
総
務
課
財
政
係

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

 
h
ttp

://w
w

w
.k

u
rin

p
ia

.o
r.jp

■
問
合
せ
／
東
根
市
外
二
市
一
町
共
立

衛
生
処
理
組
合
総
務
課
財
政
係

　
　
　
　
　
　
　
　
　

☎
（47）
１
３
２
１
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子
育
て
応
援
情
報

子育て応援情報 ～交流イベント・講座情報～

表記の説明　　 対 対象　 日 日時　 会 会場　 内 内容　 費 費用　 持 持ち物　 申 事前申込　 他 その他

※参加費の記載のないイベントは無料です。

日  1月7日(火) 10:30～11:00受付

会  ポポーのひろば

内  未就学児の身長・体重測定

ひだまり保健室

対  市内在住で生後5か月までの親子

日  1月28日(火)　10:00～11:30

会  ポポーのひろば　　　 申  必要

プレ・ファミサポくらぶ
「はじめての足形」

対  子育て家庭の方（妊娠期～幼児期）

日  ①1月10日(金)　②1月21日(火)

 　③1月30日(木)　10:00～11:30

会  ポポーのひろば

利用者支援「そうだん会」

日  ①1月  8日(水)　②1月14日(火)

　 ③1月23日(木)　④1月30日(木)

　　 9:30～11:45

会  ポポーのひろば　　　 申  必要

内  ピン留め、ヘアゴム、ブローチ、

ぬいぐるみ等を作ります(お子さ

ん同室)。

費  1個100円～200円

ハンドmadeママ

対  首がすわってから生後12か月ま

での赤ちゃんとママ

日  1月15日(水)　10:20～11:30

会  甑葉プラザ2階研修室　 申  必要

持  親子の飲み物、バスタオル2枚、

替えのオムツをお持ちください。

ママは動きやすい服装で参加し

てください。

Babyママカフェ
「Babyマッサージ」

対  就学前のハサミが使える親子

日  1月18日(土)　10:00～11:30

会  戸沢地域市民センター

内  親子で花や緑に親しみましょう。

他  定員　10組程度

 　講師　木村聡美氏(花育アドバイザー)

育児講座「花で育むこころ
～花とあそぼう～」

対  保育施設等入所前の親子

日  1月10日(金)　10:30～11:00

会  ぐんぐん

内  おしろやま図書室サポーターの

皆さんによる読み聞かせ

ぐんぐんのえほんの部屋

対  保育施設等入所前の親子

日  1月8日(水)　9:30～11:30

会  戸沢保育園　　　　　

内  遊びの広場、身長・体重測定、お

誕生会、手遊び、育児相談など

わくわく広場

対  保育施設等入所前の親子

日  1月20日(月)　9:30～11:30

会  甑葉プラザ2階研修室

内  季節の工作、おやつの時間、育

児相談など

ぐんぐんの出前保育

対  小学校入学前の親子

日  1月11日(土)　9:30～12:00

会  戸沢保育園

内  遊びの広場、お誕生会、体操、絵

本の読み聞かせ、育児相談など

他  弁当を食べながら交流もできます。

ぐんぐん広場

対  ファミサポ会員、ファミサポに関心

がある方(市内在住または市内在勤)

日  1月31日(金)　11:00～12:00

会  ポポーのひろば　　 申  必要

内  鬼の衣装を着て写真を撮りましょう。

ファミサポくらぶ「節分」

対  ひろば利用者

日  1月29日(水)　11:45～12:00

会  ポポーのひろば

他  1月生まれ(3歳まで)のお子さん

のお誕生手形の受付は10:30まで

1月生まれのお誕生会

対  子育て中の方、おじいちゃん、

おばあちゃんどなたでもどうぞ

日  1月10日(金)　9:30～11:30

会  ふたば大高根保育園

内  もちつき大会をしましょう。

持  エプロン、三角巾、マスク

地域交流の場  じばサロン

対  保育施設等入所前の親子

日  ①1月21日(火)　②1月28日(火)

　 ③1月31日(金)　9:00～11:00

会  ①ちぐさ認定こども園

　 ②冨本認定こども園

　 ③西郷認定こども園

屋内の遊び場として開放
保育施設無料開放日

対  保育施設等入所前の親子

日  1月28日(火)　10:00～11:30

会  ふたば袖崎保育園

内  鬼のお面作り＆豆まきをします。

出前保育  ころころランド

対  小学校入学前の親子

日  1月16日(木)　10:30～11:30

会  ふたば大高根保育園

他  講師　さとうあづさ氏

育児講座 
「風邪に負けないごはんの食べ方」 

対  子育て・孫育て中の方

日  2月1日(土)　10:00～11:30

会  甑葉プラザ2階研修室

内  春からの新生活を元気に迎えら

れるような心の持ち方を一緒に

考えましょう。　　　 申  必要

他  定員　先着12名程度

 　講師　伊藤なおみ氏

育児講座「子どもの心に寄りそう
ヒント」新生活スタートにむけて

子育て支援課 ☎内線162
村山市役所

ポポーのひろば ☎(53)0901
子育て支援センター

※12月28日(土)午後から令和2年1月3日(金)
は休館

　 ぐんぐん ☎(56)2002
子育て支援センター

※12月28日(土)から令和2年1月3日(金)は
休館

どんぐり広場 ☎(57)2429
子育て支援センター

※12月31日(火)から令和2年1月3日(金)は
休館
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受
賞
者
紹
介

受賞者のご紹介

市納税標語コンクール

■村山市長賞

軽部ひなのさん（葉山中3年）

「笑顔咲く

つながる未来　納税で」

■村山市議会議長賞

藤田　沙織さん（楯岡中3年）

■村山市副市長賞

鈴木　暖乃さん（楯岡中3年）

■村山市教育委員会教育長賞

高橋　妃那さん（葉山中1年）

■北村山地区税務関係団体協議会

長賞

加藤　琉那さん（楯岡中2年）

統計功労者

　県統計大会が11月28日に山形市で開催され、長年、統計調査に尽力さ

れた方へ表彰状が贈られました。市内からは次の皆さんが受賞しました。

■総務大臣表彰

■県統計協会会長感謝状

齋藤　富夫さん（楯岡）

村川　保子さん（楯岡）

奥山　勝治さん（大倉）

鈴木　道幸さん（大倉）

井澤　義行さん（戸沢）

　納税意識を高めるため、市では小学生と中学生に対し、隔年で納税標

語を募集しています。今年は中学生から募集しました。入選以上の受賞

者は次の皆さんです。

■入選

黒沼　愛佳さん（葉山中1年）

大山　留愛さん（楯岡中2年）

保科早絵子さん（楯岡中2年）

細谷　大智さん（葉山中2年）

草苅　脩大さん（楯岡中3年）

工藤　重成さん（楯岡中3年）

佐藤陽菜乃さん（楯岡中3年）

井上穂乃果さん（葉山中3年）

菊地　　直さん（葉山中3年）

後藤　真聖さん（葉山中3年）

県統計グラフコンクール

■佳作

「戸沢っ子食生活大調査」

佐藤明美さん、佐藤美姫さん、

芳賀絵玲奈さん（以上戸沢小6年）

■作品展示

　佳作以上の作品を展示します。

期間　令和2年1月21日(火)～30日(木)

会場　県庁1階ロビー

黒沼　茂夫さん（大高根）三澤　礼子さん（楯岡）

■県統計協会会長表彰

板垣　藤男さん（西郷）

有川　愛子さん（袖崎）

北村山自作視聴覚教材コンクール

　12月10日、北村山視聴覚教育

センターで表彰式が行われ、市内

からは次の皆さんが受賞しました。

■児童生徒作品部門　特選

楯岡中学校情報科学部1～3年生

■児童生徒作品部門　入選

袖崎小学校3、4年生

楯岡中学校情報科学部1、2年生

■社会教育部門　特選

齋藤美代三さん（大倉）と

青柳　藤子さん（戸沢）の

共同作品

選挙啓発ポスターコンクール

　明るい選挙啓発ポスターコン

クールが実施され、多数の作品を

応募した次の学校が受賞しました。

■団体の部　奨励賞（県審査）

村山産業高校

県土づくり感謝状

　公共土木施設の利用改善、安全

確保などに尽力した方に贈られる

県土づくり感謝状の贈呈式が11

月18日、県庁で行われ、市内か

らは次の皆さんが受賞しました。

■河川の環境保全・啓発活動

市富並川鮭鱒増殖組合（大高根）

■地すべり急傾斜地巡視業務

石川　栄作さん（袖崎）
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わ
れ
ら
地
域
お
こ
し
協
力
隊
、
生
活
福
祉
情
報
、
国
民
年
金
情
報

　

こ
の
制
度
は
障
が
い
の
あ
る
方
を
扶

養
し
て
い
る
保
護
者
が
、
毎
月
一
定
の

掛
金
を
納
め
る
こ
と
に
よ
り
、
ご
自
身

に
万
が
一
（
死
亡
・
重
度
障
が
い
）
の

こ
と
が
あ
っ
た
時
、
障
が
い
の
あ
る
方

に
生
涯
に
わ
た
っ
て
毎
月
2
万
円
の
年

金
を
支
給
す
る
制
度
で
す
。

■
加
入
す
る
方
の
条
件

・
障
が
い
の
あ
る
方
を
扶
養
し
て
い
る

保
護
者
で
加
入
年
度
の
4
月
1
日
時
点

の
年
齢
が
満
65
歳
未
満
で
あ
る
こ
と
。

・
特
別
の
疾
病
ま
た
は
障
が
い
が
な
く

生
命
保
険
契
約
対
象
の
健
康
状
態
の
方
。

■
年
金
を
受
け
取
る
こ
と
が
で
き
る
方

　

知
的
障
が
い
の
あ
る
方
、
1
～
3
級

の
身
体
障
害
者
手
帳
を
所
持
し
て
い
る

方
、
精
神
に
永
続
的
な
障
が
い
が
あ
る

方
等
で
将
来
独
立
自
活
す
る
こ
と
が
困

難
で
あ
る
と
認
め
ら
れ
る
方
。

　

掛
金
の
額
は
加
入
時
の
年
齢
で
異
な

り
、
所
得
控
除
の
対
象
に
な
り
ま
す
。

詳
細
は
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

■
問
合
せ
／
福
祉
課
生
活
福
祉
係
☎
内
線

146

心
身
障
が
い
者
扶
養
共
済
制
度

　

令
和
元
年
中
に
公
的
年
金
を
受
給
し

た
方
へ
「
公
的
年
金
等
の
源
泉
徴
収

票
」
が
1
月
に
順
次
送
付
さ
れ
ま
す
。

源
泉
徴
収
票
に
は
、
令
和
元
年
中
に
支

払
わ
れ
た
年
金
額
や
源
泉
徴
収
さ
れ
た

所
得
税
額
等
が
記
載
さ
れ
て
い
ま
す
。

確
定
申
告
を
す
る
際
に
必
要
と
な
り
ま

す
の
で
、
大
切
に
保
管
し
て
く
だ
さ

い
。

※
障
害
年
金
や
遺
族
年
金
は
非
課
税
の

た
め
、
源
泉
徴
収
票
は
送
付
さ
れ
ま

せ
ん
。

　

再
発
行
は
、
専
用
の
ね
ん
き
ん
ダ
イ

ヤ
ル
（
☎
０
５
７
０

(05)
１
１
６
５
）
や

年
金
事
務
所
（
要
予
約
）
で
受
け
付
け

て
い
ま
す
。
即
日
発
行
は
し
て
お
ら
ず

後
日
郵
送
に
な
り
、
送
付
ま
で
2
週
間

程
度
か
か
り
ま
す
の
で
、
な
く
さ
な
い

よ
う
に
し
て
く
だ
さ
い
。

■
問
合
せ
／
寒
河
江
年
金
事
務
所　

　

☎
０
２
３
７

(84)
２
５
５
１　

ま
た
は

　

市
民
環
境
課
市
民
係　
　

☎
内
線

113

「
公
的
年
金
等
の
源
泉
徴
収
票
」

が
送
付
さ
れ
ま
す

Vol.

52

～成
なる

毛
け

清
さ

和
わ

子
こ

隊員の奮闘記～

生

活

福

祉

情

報

国

民

年

金

情

報

　

明
け
ま
し
て
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま

す
。
本
年
も
ど
う
ぞ
よ
ろ
し
く
お
願
い
い

た
し
ま
す
。

　

私
は
以
前
、
就
農
を
目
指
し
主
に
夏
野

菜
の
ハ
ウ
ス
栽
培
の
研
修
を
住
み
込
み
で

受
け
て
い
ま
し
た
。
諸
事
情
に
よ
り
農
業

が
し
た
く
て
も
で
き
な
く
な
り
就
農
を
断

念
し
た
の
で
す
が
、
農
業
へ
の
思
い
は
諦

め
き
れ
ず
6
次
産
業
に
着
目
。
移
住
前
に

い
く
つ
か
の
セ
ミ
ナ
ー
や
講
習
に
参
加
し

情
報
収
集
し
ま
し
た
。

　

村
山
市
に
来
て
注
目
し
て
い
る
の
は

「
青
ト
マ
ト
」
で
す
。
参
加
し
た
農
産
物

加
工
技
術
研
修
会
で
初
め
て
青
ト
マ
ト
と

い
う
存
在
を
知
り
ま
し
た
。
生
で
食
す
に

は
適
さ
な
い
こ
と
か
ら
、
研
修
で
は
福
神

漬
け
と
ピ
ク
ル
ス
を
作
り
、
年
末
に
開
催

さ
れ
た
お
正
月
料
理
食
事
会
で
は
青
ト
マ

ト
の
カ
レ
ー
粉
漬
け
を
い
た
だ
き
ま
し

た
。
個
人
的
に
は
加
工
過
程
で
少
し
難
が

あ
る
よ
う
に
感
じ
ま
し
た
が
、
青
ト
マ
ト

の
働
き
を
調
べ
て
み
る
と
、
体
重
が
右
肩

上
が
り
の
私
に
と
っ
て
、
と
て
も
興
味
深

い
内
容
で
し
た
。
ヒ
ッ
ト
す
る
加
工
品
は

見
た
目
が
第
一
だ
と
思
い
ま
す
が
、
栄
養

価
が
あ
れ
ば
な
お
の
こ
と
。
引
き
続
き
青

ト
マ
ト
に
注
目
し
て
い
き
た
い
で
す
。

「
青
ト
マ
ト
」
に

　
　
注
目
し
て
い
ま
す

農産物加工技術研修会の様子
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ま
ち
の
話
題

　

11
月
23
日
、
友
好
都
市
で
あ
る
北
海

道
厚
岸
町
の
厚
岸
味
覚
タ
ー
ミ
ナ
ル
・

コ
ン
キ
リ
エ
で
恒
例
の
「
村
山
秋
の
味

覚
市
」
を
開
催
し
ま
し
た
。
物
産
交
流

事
業
の
一
環
と
し
て
開
催
し
て
お
り
、

今
年
で
14
回
目
で
す
。

　

当
日
は
晴
天
に
恵
ま
れ
、
大
勢
の
町

民
が
来
場
し
ま
し
た
。
新
米
や
日
本

酒
、
リ
ン
ゴ
、
ラ
・
フ
ラ
ン
ス
な
ど
が

人
気
で
、
商
品
は
す
べ
て
完
売
。
ず
ん

だ
餅
、
い
も
煮
、
厚
岸
町
の
あ
さ
り

汁
、
ア
イ
ス
ク
リ
ー
ム
振
舞
い
も
行
わ

れ
、
最
後
は
村
山
市
の
特
産
品
が
当
た

る
大
抽
選
会
を
開
催
し
大
い
に
盛
り
上

が
り
ま
し
た
。

厚
岸
町
で
村
山
市
物
産
展

「
村
山
秋
の
味
覚
市
」

　

独
立
行
政
法
人
国
際
協
力
機
構
（
Ｊ

Ｉ
Ｃ
Ａ
）
の
青
年
海
外
協
力
隊
と
し
て

斎
藤
千
愛
さ
ん
（
楯
岡
）
が
派
遣
さ
れ

ま
す
。
斎
藤
さ
ん
は
、
令
和
3
年
12
月

ま
で
キ
ル
ギ
ス
で
ホ
ー
ム
ス
テ
イ
を
し

な
が
ら
小
学
生
、
中
学
生
を
対
象
に
体

育
教
員
と
し
て
活
動
し
ま
す
。

　

大
学
で
青
年
海
外
協
力
隊
経
験
者
の

話
を
聞
き
憧
れ
を
持
っ
た
と
い
う
斎
藤

さ
ん
。
「
現
地
の
先
生
と
協
力
し
て
体

育
教
科
の
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
作
成
を
進
め

た
い
」
と
話
し
て
く
れ
ま
し
た
。

　

斎
藤
さ
ん
は
70
日
間
、
語
学
と
安
全

対
策
等
の
研
修
を
受
け
、
12
月
に
キ
ル

ギ
ス
に
向
け
て
出
発
し
ま
し
た
。

斎
藤
千ち

ひ

ろ愛
さ
ん
が

青
年
海
外
協
力
隊
で
派
遣

買い求めるお客さんでいっぱいになったコンキリエ

青年海外協力隊の斎藤さん

吉田さん、澤さんと楯岡小学校 6 年生で記念撮影

う
が
い
、
手
洗
い
、
ヨ
ー
グ
ル
ト
で
健
康
づ
く
り
宣
言

吉
田
沙
保
里
さ
ん
と
澤
穂
希
さ
ん
が
楯
岡
小
学
校
で
特
別
授
業

　

市
は
、
ホ
ス
ト
タ
ウ
ン
事
業
に
関
す
る
協
定
を
締
結
し
て
い
る

（株）
明
治
と
の

連
携
を
強
化
し
、
市
民
の
皆
さ
ん
の
う
が
い
・
手
洗
い
の
励
行
、
ヨ
ー
グ
ル
ト

の
積
極
的
な
飲
用
な
ど
で
健
康
づ
く
り
を
進
め
る
た
め
、
11
月
27
日
、
楯
岡
小

学
校
で
「
う
が
い
、
手
洗
い
、
ヨ
ー
グ
ル
ト
で

健
康
づ
く
り
宣
言
」
を
行
い
ま
し
た
。

　

こ
の
日
は
、

（株）
明
治
の
協
力
で
吉
田
沙
保
里

さ
ん
と
澤
穂
希
さ
ん
を
講
師
に
招
き
、
特
別
授

業
を
開
催
。
体
調
管
理
や
子
ど
も
の
こ
ろ
の
夢

の
話
の
ほ
か
、
体
調
管
理
体
操
を
実
演
し
、
児

童
に
と
っ
て
貴
重
な
機
会
と
な
り
ま
し
た
。

特別授業を行う吉田さん、澤さん
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むらやま わだいのグルメめぐり
むらやまに美味いものあり！

発

袖
崎
小
学
校

袖
崎
小
学
校

袖崎駅袖崎駅

Ｒ13

ふたば
袖崎保育園
ふたば
袖崎保育園

大堤大堤

む
ら
や
ま
発
わ
だ
い
の
グ
ル
メ
め
ぐ
り

鯉
の
甘う

ま

煮に

湯
舟
沢
温
泉
旅
館

住所：土生田2040　　営業時間：(日帰り)午前10時00分～午後4時00分　　(宿泊)チェックイン  午後3時00分～

要予約　　宴会・法要等（要相談）　　電話：(58)2439

次回は、大泉さんがお薦めの  愛亭（楯岡）を取材します。

　

袖
崎
土
生
田
に
あ
る
湯
舟
沢
温
泉
旅

館
は
、
明
治
22
年
創
業
の
温
泉
旅
館
で

す
。
開
湯
は
１
、
８
１
９
年
（
文
政
2

年
）
で
、
昨
年
２
０
０
周
年
を
迎
え
ま

し
た
。
主
人
の
大
泉
洋
一
さ
ん
（
袖

崎
）
は
9
代
目
で
、
妻
の
廣
子
さ
ん
と

こ
の
旅
館
を
営
ん
で
い
ま
す
。
大
泉
さ

ん
は
金
融
機
関
に
勤
め
て
い
ま
し
た

が
、
退
職
し
た
後
、
先
代
か
ら
家
業
を

継
ぎ
ま
し
た
。

　

旅
館
の
名
物
は
鯉
料
理
。
中
で
も
不

動
の
人
気
メ
ニ
ュ
ー
が
鯉
の
甘
煮
で

す
。
何
よ
り
も
素
材
本
来
の
味
を
大
切

に
し
て
い
る
大
泉
さ
ん
。
鯉
は
大
江
町

に
あ
る
１
０
０
年
以
上
続
く
老
舗
の
鯉

屋
か
ら
仕
入
れ
て
い
ま
す
。
甘
煮
は
醤

油
と
砂
糖
と
ご
く
シ
ン
プ
ル
な
味
付
け

で
、
分
量
、
火
加
減
、
時
間
を
絶
妙
な

バ
ラ
ン
ス
で
仕
上
げ
た
逸
品
で
す
。
鯉

の
し
っ
か
り
し
た
身
に
、
煮
汁
の
味
が

よ
く
染
み
込
ん
で
い
ま
す
。
腹
の
部
分

は
脂
が
乗
っ
て
い
て
、
ま
た
、
内
臓
も

柔
ら
か
く
、
さ
ら
に
卵
の
独
特
の
歯
ご

た
え
と
、
一
切
れ
の
中
に
も
い
ろ
い
ろ

な
味
や
食
感
が
楽
し
め
ま
す
。　

　

鯉
料
理
は
甘
煮
の
他
に
、「
洗
い
」
や

そ
れ
を
油
で
揚
げ
た
も
の
も
あ
り
ま

す
。
鯉
は
生
命
力
の
強
い
魚
で
、
縁
起

の
良
い
食
べ
物
と
し
て
も
知
ら
れ
て
い

ま
す
。

　

旅
館
で
は
そ
ん
な
鯉
料
理
を
は
じ

め
、
よ
も
ぎ
を
練
り
込
ん
だ
「
よ
も
ぎ

め
ん
」
や
季
節
ご
と
に
素
材
の
味
を
生

か
し
た
手
作
り
の
郷
土
料
理
を
提
供
し

て
い
ま
す
。
も
ち
ろ
ん
、
温
泉
と
自
然

景
観
も
自
慢
の
宿
で
す
。

　

大
泉
さ
ん
は
「
地
元
の
方
や
リ
ピ
ー

タ
ー
の
皆
さ
ん
を
大
切
に
し
、
こ
れ
か

ら
も
細
々
と
続
け
て
い
き
た
い
」
と
話

し
て
く
れ
ま
し
た
。

　

自
然
あ
ふ
れ
る
趣
あ
る
宿
で
、
温
泉

に
浸
か
り
、
温
か
く
て
お
い
し
い
郷
土

料
理
を
食
べ
な
が
ら
、
身
も
心
も
ゆ
っ

く
り
と
癒
さ
れ
て
み
て
は
い
か
が
で

し
ょ
う
か
。

　

話
題
の
グ
ル
メ
を
召
し
上
が
れ
。
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筒
な
ど
で
列
車
を
止
め
て
く
だ
さ
い
。

■
問
合
せ
／
市
民
環
境
課 

☎
内
線

117

市
営
バ
ス
停
留
所
の
新
設

　

1
月
6
日

（月）
よ
り
富
並
～
河
北
病
院

線
に
停
留
所
「
稲
下
」
を
新
設
し
ま
す
。

運
行
時
刻

往
路
（
河
北
町
方
面
）

第
1
便　

午
前
7
時
45
分

第
2
便　

午
前
9
時
15
分

復
路
（
富
並
方
面
）

第
1
便　

午
後
1
時
26
分

第
2
便　

午
後
5
時
6
分

■
問
合
せ
／
市
民
環
境
課 

☎
内
線

116

合
併
処
理
浄
化
槽
設
置
で
快
適
に

　

河
川
な
ど
の
汚
れ
の
主
な
原
因
は
台

所
、
風
呂
、
洗
濯
な
ど
の
生
活
雑
排
水
に

よ
る
も
の
で
す
。
水
環
境
を
良
く
す
る
た

め
に
は
ト
イ
レ
の
汚
水
の
ほ
か
生
活
雑
排

水
も
合
わ
せ
て
処
理
す
る
合
併
処
理
浄
化

槽
の
設
置
が
最
も
効
果
的
で
す
。
設
置
に

は
補
助
金
も
あ
り
ま
す
の
で
、
希
望
す
る

方
は
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

■
問
合
せ
／
水
道
課 

☎
内
線

184

冬
期
間
の
踏
切
事
故
防
止

　

冬
期
間
は
積
雪
や
路
面
凍
結
に
よ
り

踏
切
へ
の
進
入
事
故
が
発
生
し
ま
す
。

次
の
こ
と
を
守
り
ま
し
ょ
う
。

・
踏
切
の
手
前
で
は
減
速
し
て
か
ら
必

ず
一
旦
停
止
し
、安
全
を
確
認
し
て
渡

り
ま
し
ょ
う
。

・
警
報
機
が
鳴
っ
た
ら
、
踏
切
内
へ
の

進
入
は
や
め
ま
し
ょ
う
。

・
踏
切
内
に
閉
じ
込
め
ら
れ
た
ら
、
ゆ
っ

く
り
前
進
さ
せ
て
く
だ
さ
い
。
遮
断
棒

を
車
で
押
せ
ば
脱
出
で
き
ま
す
。

・
脱
輪
な
ど
で
踏
切
内
で
動
け
な
く

な
っ
た
場
合
は
非
常
ボ
タ
ン
や
発
煙

不
動
産
無
料
相
談

　

不
動
産
（
土
地
・
建
物
・
空
き
家
）

に
つ
い
て
宅
地
建
物
取
引
士
が
相
談
に

応
じ
ま
す
。
事
前
予
約
が
必
要
で
す
。

日
時　

1
月
8
日

（水）
午
前
10
時
～
正
午

会
場　

甑
葉
プ
ラ
ザ

■
問
合
せ
／
（
公
社
）
県
宅
地
建
物
取
引

業
協
会 

☎
０
２
３（
６
５
２
）９
０
７
０

北
村
山
広
域
行
政
事
務
組
合

会
計
年
度
任
用
職
員
募
集

　

雇
用
条
件
、
選
考
内
容
な
ど
詳
細
は

お
問
い
合
わ
せ
い
た
だ
く
か
、
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

募
集
職
種

事
務
補
助
（
若
干
名
）

勤
務
場
所　

北
村
山
視
聴
覚
教
育
セ
ン
タ
ー

雇
用
期
間　

令
和
2
年
4
月
1
日
～
令

和
3
年
3
月
31
日

受
付
期
間　

1
月
15
日

（水）
～
2
月
14
日

（金）

選
考
日　

2
月
21
日

（金）

■
問
合
せ
／
北
村
山
広
域
行
政
事
務
組

合
事
務
局 

☎
（53）
０
６
９
６

北
村
山
公
立
病
院

会
計
年
度
任
用
職
員
登
録
者
募
集

　

雇
用
条
件
、
登
録
方
法
な
ど
は
お
問

い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

募
集
職
種

看
護
師
、
助
産
師
、
准
看
護
師
、
看
護

助
手
、
薬
剤
師
、
臨
床
検
査
技
師
、
診

療
放
射
線
技
師
、
理
学
療
法
士
、
作
業

療
法
士
、
言
語
聴
覚
士
、
管
理
栄
養

士
、
臨
床
工
学
技
士
、
社
会
福
祉
士
、

医
師
事
務
作
業
補
助
、
事
務
補
助
、
事

務
補
助
（
障
が
い
者
）

登
録
有
効
期
限　

令
和
3
年
3
月
31
日

受
付
期
間　

1
月
6
日

（月）
～
27
日

（月）
の

平
日

　

登
録
用
紙
は
北
村
山
公
立
病
院
2
階

経
営
管
理
課
総
務
係
で
配
布
す
る
ほ
か

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
す

る
こ
と
も
で
き
ま
す
。

■
問
合
せ
／
北
村
山
公
立
病
院
経
営
管

理
課 

☎
（42）
２
１
１
１

市
役
所
か
ら
の
お
知
ら
せ

各
団
体
か
ら
の
お
知
ら
せ

困
り
ご
と
・
相
談

仕
事
・
試
験

お
知
ら
せ
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毎年好評の年に１度の「期間限定」

特別コースです。ぜひ一度おためし

ください。

上半身か下半身を選べる　部分コース

60分 ￥ 7,700→￥ 6,500

一番人気のおすすめ！　　全身コース

100分 ￥12,100→￥10,000

時間をかけてじっくり　　全身コース

130分 ￥15,400→￥12,000

ホットストーン＆

リンパトリートメント
2 月末まで

広
告

広
告

お
知
ら
せ

が
あ
り
ま
す
。

会
場　

ク
ア
ハ
ウ
ス
碁
点

参
加
費　

４
、
１
０
０
円
（
6
回
分
）

定
員　

各
コ
ー
ス
25
名
※
終
了
後
入
浴
可

■
リ
ラ
ク
ゼ
ー
シ
ョ
ン
ヨ
ガ
（
初
級
）

期
日　

1
月
16
日

（木）
、
30
日

（木）
、
2
月

6
日

（木）
、
20
日

（木）
、
3
月
12
日

（木）
、
26

日
（木）　

全
6
回　

講
師　

今　

志
麻
氏

時
間　

午
前
10
時
～
11
時

■
き
れ
い
に
な
れ
る
ヨ
ガ
（
初
級
～
中
級
）

期
日　

1
月
8
日

（水）
、
22
日

（水）
、
2
月

5
日

（水）
、
19
日

（水）
、
3
月
4
日

（水）
、
18

日
（水）　

全
6
回　

講
師　

佐
藤　

梢
氏

時
間　

午
後
7
時
～
8
時

■
ス
タ
イ
ル
ア
ッ
プ
ヨ
ガ
（
初
級
～
中
級
）

期
日　

1
月
14
日

（火）
、
28
日

（火）
、
2
月

11
日
（
火
・
祝
日
）
、
25
日

（火）
、
3
月

自
衛
官
候
補
生
募
集

　

試
験
内
容
な
ど
詳
細
は
お
問
い
合
わ

せ
く
だ
さ
い
。

受
験
資
格　

令
和
2
年
4
月
1
日
現
在

で
、
18
歳
以
上
33
歳
未
満
の
方

試
験
日　

1
月
25
日

（土）

申
込
期
限　

1
月
17
日

（金）

■
問
合
せ
／
自
衛
隊
山
形
地
方
協
力
本

部
東
根
地
域
事
務
所 

☎
（43）
７
１
９
８

ク
ア
ハ
ウ
ス
碁
点
の
ヨ
ガ
教
室

　

事
前
申
込
み
が
必
要
で
す
。
申
込
み

が
10
人
未
満
の
場
合
は
中
止
す
る
こ
と

ク
リ
ー
ン
ピ
ア
共
立

会
計
年
度
任
用
職
員
募
集

　

村
山
市
、
東
根
市
、
天
童
市
、
河
北

町
に
住
所
を
有
し
居
住
し
て
い
る
方
が

対
象
で
す
。
詳
細
は
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を

ご
確
認
く
だ
さ
い
。

募
集
職
種

施
設
清
掃
業
務
、
し
尿
収
集
業
務
（
運

転
業
務
含
）
、
ご
み
搬
入
受
入
等
業
務

任
用
期
間　

令
和
2
年
4
月
1
日
～
令

和
3
年
3
月
31
日

受
付
期
間　

1
月
6
日

（月）
～
20
日

（月）
の

平
日

■
問
合
せ
／
東
根
市
外
二
市
一
町
共
立

衛
生
処
理
組
合
（
ク
リ
ー
ン
ピ
ア
共
立
）

 

☎
（47）
１
３
２
１

10
日

（火）
、
24
日

（火）　

全
6
回

時
間　

午
後
7
時
～
8
時

講
師　

今　

志
麻
氏

■
問
合
せ
／
ク
ア
ハ
ウ
ス
碁
点

 

☎
（56）
３
３
５
１

甑
葉
プ
ラ
ザ
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ

ス
ノ
ー
ド
ー
ム
を
作
ろ
う

　

オ
リ
ジ
ナ
ル
ス
ノ
ー
ド
ー
ム
を
作
っ

て
み
ま
せ
ん
か
。
事
前
申
込
み
が
必
要

で
す
。
先
着
10
人
。

日
時　

1
月
11
日

（土）
午
前
10
時
～
正
午

会
場　

甑
葉
プ
ラ
ザ

参
加
費　

５
０
０
円

■
問
合
せ
／
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
甑
葉
プ
ラ
ザ

ネ
ッ
ト 

☎
（52）
３
５
３
１

催
し
・
そ
の
他
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お
知
ら
せ

　
　
　

午
前
10
時
～
11
時
30
分

会
場　

イ
オ
ン
東
根
店

■
問
合
せ
／
県
立
楯
岡
特
別
支
援
学
校

 

☎
（55）
２
９
９
４

第
89
回
市
長
杯
争
奪

新
春
市
民
囲
碁
大
会

　

申
込
み
は
、
当
日
午
前
9
時
30
分
か

ら
会
場
で
受
け
付
け
ま
す
。

日
時　

1
月
18
日

（土）　

午
前
10
時
～

会
場　

ク
ア
ハ
ウ
ス
碁
点

参
加
費　

１
、
５
０
０
円
（
昼
食
付
）

■
問
合
せ
／
村
山
囲
碁
愛
好
会
事
務
局

（
井
田
） 

☎
（55）
３
４
４
６

第
44
回
市
長
杯
争
奪

新
春
将
棋
大
会

　

申
込
み
は
、
当
日
午
前
9
時
30
分
か

ら
会
場
で
受
け
付
け
ま
す
。

日
時　

1
月
26
日

（日）　

午
前
10
時
～

会
場　

甑
葉
プ
ラ
ザ

参
加
費　

１
、
５
０
０
円
（
昼
食
付
）

※
高
校
生
以
下
は
１
、
０
０
０
円

■
問
合
せ
／
日
本
将
棋
連
盟
村
山
支
部

（
斎
藤
） 

☎
（53）
２
６
８
８

初
市
へ
お
越
し
く
だ
さ
い

　

花
や
植
木
、
木
工
品
、
食
料
品
な
ど

の
露
店
が
並
び
ま
す
。
縁
起
物
の
初
あ

め
、
だ
ん
ご
木
も
販
売
し
ま
す
。

日
時　

1
月
16
日

（木）
午
前
9
時
～
午
後
4
時

会
場　

ふ
れ
あ
い
広
場

■
問
合
せ
／
市
商
工
会
☎

（55）
４
３
１
１

新
春
の
つ
ど
い
講
演
会

　

ど
な
た
で
も
ご
参
加
く
だ
さ
い
。
参

加
費
は
無
料
で
す
が
、
１
月
10
日

（金）
ま

で
電
話
で
の
事
前
申
込
み
が
必
要
で
す
。

日
時　

1
月
29
日

（水）
午
後
3
時
30
分
～
5
時

会
場　

ク
ア
ハ
ウ
ス
碁
点

講
師　

ド
ン
キ
ー
佐
藤
氏
（
フ
リ
ー

パ
ー
ソ
ナ
リ
テ
ィ
）

■
問
合
せ
／
村
山
市
経
営
者
懇
話
会

（
市
商
工
会
内
） 

☎
（55）
４
３
１
１

楯
岡
特
別
支
援
学
校
高
等
部

作
業
製
品
販
売
会

　

木
工
品
や
陶
芸
品
、
エ
コ
バ
ッ
ク
、

ポ
チ
袋
、
布
巾
な
ど
を
販
売
し
ま
す
。

日
時　

1
月
21
日

（火）
～
23
日

（木）

1
月
10
日
は
１
１
０
番
の
日

１
１
０
番
の
ポ
イ
ン
ト

　

係
員
が
順
序
立
て
て
お
聞
き
し
ま
す

の
で
落
ち
着
い
て
お
答
え
く
だ
さ
い
。

　

１
１
０
番
は
、
事
件
事
故
の
際
に
警

察
に
緊
急
通
報
す
る
た
め
の
専
用
電
話

で
す
。
緊
急
で
な
い
相
談
な
ど
は
、
警

察
安
全
相
談
電
話
「
＃
９
１
１
０
」
ま

た
は
村
山
警
察
署
へ
お
か
け
く
だ
さ
い
。

■
問
合
せ
／
村
山
警
察
署 

☎
（52）
０
１
１
０

み
ん
な
で
お
う
ち 

昼
ご
は
ん

　

孤
食
を
な
く
す
た
め
の
事
業
で
す
。
宿

題
や
お
し
ゃ
べ
り
な
ど
自
由
に
過
ご
し
て

み
ん
な
で
昼
ご
は
ん
を
食
べ
ま
せ
ん
か
。

日
時　

1
月
5
日

（日）
、
18
日

（土）

午
前
10
時
～　

宿
題
・
遊
ぼ
う
タ
イ
ム

午
前
11
時
～
正
午　

食
事
タ
イ
ム

会
場　

支
え
合
い
館
（
旧
宮
本
家
具
）

会
費　

大
人
３
０
０
円
（
高
校
生
、
障

が
い
者
、
失
業
者
は
半
額
）
、
中
学
生

以
下
は
ワ
ン
コ
イ
ン
（
1
円
、
5
円
、

10
円
、
50
円
、
１
０
０
円
）

■
問
合
せ
／
在
宅
介
護
を
支
え
る
家
族
の
会

（
池
野
） 

☎
０
９
０（
２
８
４
４
）１
１
５
０

県
民
参
加
の
森
づ
く
り
活
動
募
集

　

や
ま
が
た
緑
環
境
税
を
活
用
し
て
、

森
づ
く
り
活
動
を
し
て
み
ま
せ
ん
か
。

　

令
和
2
年
度
に
自
然
環
境
保
全
活

動
、
森
や
自
然
と
の
ふ
れ
あ
い
活
動
な

ど
に
交
付
金
を
交
付
し
ま
す
。
詳
細
は

お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

募
集
期
間　

1
月
6
日

（月）
～
2
月
6
日

（木）

■
問
合
せ
／
村
山
総
合
支
庁
森
林
整
備
課

 

☎
０
２
３（
６
２
１
）８
２
４
８

大
高
根
演
習
場
1
月
の
訓
練
予
定

練
成
訓
練
＝
20
日

（月）
～
25
日

（土）

離
着
陸
訓
練
＝
1
日
（
水
・
祝
日
）
～

31
日

（金）
ま
で
の
平
日
、
祝
日

■
問
合
せ
／
神
町
駐
屯
地 

☎
（48）
１
１
５
１

■
市
民
体
育
館
へ

・
松
岡
吉
夫
さ
ん
（
楯
岡
）
が
卓
球
台

1
台

■
袖
崎
小
学
校
へ

・
小
室
淳
さ
ん
（
袖
崎
）
が
児
童
図
書

25
冊

お
く
り
も
の
あ
り
が
と
う
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お
知
ら
せ

秋山準、ヨシタツ、ゼウス、宮原健斗、

諏訪魔など、人気選手が多数出場します。

【前売り券販売】
全日本プロレス 045-532-6701
ぴあ／ローチケ／イープラス／カンフェティ

0237-52-3531
富士スポーツ 0237-55-5805
ONE･LOVE 0237-55-3315
他、ポスター掲示店

問合せ　オールジャパン・プロレスリング㈱
045-532-6701

1.13
開場時間 17 00

試合開始 18 00

チケット 前売 当日

特別リングサイド 7,000 8,000

リングサイド 5,000 6,000

自　由　席 4,000 5,000

小中高生／70歳以上 - 1,000

全日本プロレスが
村山市にやってくる！

（ ）
月
・

祝 甑葉プラザ

甑葉プラザ

広
告

広
告

MURAYAMA HotNews

■マイナンバーカードとは

　マイナンバーカード（個人番号カード）は、本人の申請により交付

されるICチップ付きカードです。カードには氏名、住所、性別、生年

月日、マイナンバー（個人番号）、顔写真などが表示されており、公

的な身分証明書として利用できます。運転免許証をお持ちでない方は

公的な身分証明書として利用できます。

　なお、顔写真の無い緑色のカードは「通知カード」であり、公的な

身分証明書にはなりません。

■マイナンバーカード交付申請方法

　通知カード下部の申請書を使ってオンライン申請、または郵送でお申

し込みください。申請書を無くした方や住所が変わった方は市民環境課

で再発行することができます。申請後、カード受け取りのご案内が約1

か月後に届きますので、申請者本人が来庁し、お受け取りください。

■マイナンバーカード交付申請をお手伝いします

　市では顔写真撮影等のマイナンバーカード交付申請サポートを行っ

ています。サポートを希望する方は交付申請が付いた通知カードを市

民環境課までお持ちください。通知カードがない場合は運転免許証、

保険証など本人確認書類をお持ちください。

■申請サポートの受付

会場　市民環境課窓口

日時　平日　　午前8時30分～午後  5時15分

日曜日　午前8時30分～午後12時30分

※第3土曜日の翌日にあたる日曜日は除く

■問合せ／市民環境課市民係  ☎内線111

マイナンバーカードを作りましょう

■就学援助制度をご利用ください

　病気や災害、その他経済的理由から就学に係る費用の負担が困難な

小中学生の保護者が対象です。申請を受け審査を行い、認定された方

に学用品、給食費などを支給します。

※新小中学1年生に支給される新入学用品費は1月31日(金)まで各小中

学校に申請書を提出し、受理された方に3月下旬までに支給します。

■小中学生の入学・転学の相談

　住所変更に伴う小中学校の転入学のほか、指定校以外への学校に転

入学を希望する場合は、随時ご相談ください。

■問合せ／学校教育課学事係  ☎内線325

小中学生の保護者の皆さんへ

　令和2年の無火災を願って、消防出初式を行います。

日時　1月12日(日)　午前9時～10時

会場　甑葉プラザ、ふれあい広場

※ふれあい通りは午前9時から一般車両が通行止めになります。

内容　観閲　　　（午前9時05分）

分列行進　（午前9時10分）

祝賀放水　（午前9時25分）

■問合せ／消防本部  ☎(55)2514

消防出初式
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↑市ホームページ ↑ふるさとだより↑子育て支援アプリ

※住民基本台帳法の一部改正に伴い、日本人と外国人の合計数になります。

村山市の人口（12月1日現在）：23,699人　男：11,503人 女：12,196人    世帯数：8,142戸

白鳥長久公顕彰碑（徳
とくとみ

富蘇
そ

峰
ほう

 揮
き ご う

毫）

白鳥不動尊白鳥城址

　

最
上
川
西
部
、
河
西
エ
リ
ア
中
央
に
位
置
す
る
戸
沢
地
域
は
、
長
善

寺
・
白
鳥
・
大
槇
・
稲
下
・
樽
石
の
5
つ
の
村
が
集
ま
っ
た
地
域
で
す
。

明
治
22
年
に
旧
戸
沢
村
が
成
立
し
た
当
初
は
、
白
鳥
村
を
除
く
4
村
で
構

成
さ
れ
て
お
り
、
白
鳥
村
は
旧
大
高
根
村
の
所
属
で
し
た
。
白
鳥
村
が
旧

戸
沢
村
に
編
入
さ
れ
る
の
は
33
年
後
の
大
正
11
年
の
こ
と
で
す
。　

　

さ
て
、
戸
沢
の
歴
史
と
い
え
ば
、
白

し
ろ
と
り
じ
ゅ
う
ろ
う
な
が
ひ
さ

鳥
十
郎
長
久
で
す
。
長
久
は
、

室
町
（
戦
国
）
時
代
か
ら
安
土
桃
山
時
代
に
活
躍
し
た
武
将
で
、
最
上

川
西
部
で
勢
力
を
誇
り
ま
し
た
。
外
交
策
で
織
田
信
長
と
も
繋
が
っ
て

い
た
戦
略
家
で
あ
り
、
伝
承
「
血ち

ぞ

め染
の
桜
」
に
あ
る
よ
う
に
最
上
義
光

か
ら
謀
殺
さ
れ
た
悲
劇
の
武
将
と
し
て
も
知
ら
れ
ま
す
。
戸
沢
地
域
に

は
、
か
つ
て
白
鳥
氏
が
拠
点
と
し
た
白
鳥
城
址
や
守
り
本
尊
と
さ
れ
る

白
鳥
不
動
尊
な
ど
、
白
鳥
氏
に
関
わ
る
多
く
の
旧
跡
が
残
さ
れ
て
い
ま

す
。

　

長
久
の
死
後
、
戸
沢
地
域
一
帯
は
最
上
義
光
の
勢
力
下
と
な
り
、
江

戸
時
代
に
は
新
庄
藩
領
と
し
て
戸
沢
氏
の
支
配
下
に
置
か
れ
ま
す
。
現

在
に
伝
わ
る
「
戸
沢
」
の
地
名
は
、
江

戸
時
代
に
長
く
こ
の
地
を
統
治
し
た
戸

沢
氏
に
ち
な
ん
で
名
付
け
ら
れ
た
と
さ

れ
て
い
ま
す
。

　

白
鳥
の
長
学
院
（
白
鳥
不
動
尊
）
に

は
「
浄
土
双
六
」
と
呼
ば
れ
る
絵
図
が

伝
わ
っ
て
い
ま
す
。
こ
れ
は
紀
伊
半
島

を
根
源
と
す
る
熊
野
信
仰
を
全
国
に
広

め
た
熊
野
比び

く

に

丘
尼
と
い
う
尼
僧
が
「
熊く
ま

野の
か
ん
じ
ん
じ
っ
か
い
ま
ん
だ
ら

観
心
十
界
曼
荼
羅
」
と
い
う
絵
図
と

と
も
に
伝
え
た
も
の
と
さ
れ
て
い
ま

す
。
「
南
無
阿
弥
陀
佛
」
と
賽さ
い

の
目
が

振
ら
れ
て
い
ま
す
が
、
実
際
は
双
六
と

し
て
の
用
途
よ
り
、
絵
解
き
の
た
め
の

法
具
と
し
て
使
わ
れ
た
も
の
と
い
わ
れ

て
い
ま
す
。
熊
野
系
の
浄
土
双
六
は
、

全
国
で
3
点
し
か
確
認
さ
れ
て
い
な
い

貴
重
な
も
の
で
す
。
村
山
市
と
遠
く
離

れ
た
熊
野
と
の
関
係
を
紐
解
く
、
歴
史

的
な
一
品
と
い
え
る
で
し
ょ
う
。

■
問
合
せ
／
生
涯
学
習
課
文
化
係
☎
内
線

333

浄
土
双す

ご

ろ

く六

Pick Up

文化財

Vol.06 戸沢地域


